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成人看護学特論 Theory and Issues in Adult Nursing 

担当教員 紺家 千津子、峰松 健夫、臺 美佐子 

実務経験  

開講年次 1年次前期 単位数 2 授業形態 講義・演習 

必修・選択 選択 時間数 30 

該当ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ （１）  （２） ◎ （3） 〇 

Keywords 成人期、看護理論、先進医療 

学習目的・目標 学習目的： 

成人期にある患者がおかれている医療を含めた状況の理解、および看護援助を計画・実施するために必要な理論とそ
の活用方法を学ぶ。 

学習目標：                                    
1)患者・家族が抱える問題を理解するために有用な理論や概念、さらに医療について説明することができる。 

2)患者・家族に援助を提供する際に活用可能な理論を取り上げ説明することができる。 
3)上記1)2)で取り上げられた理論や概念について理解を深め、それらの実践への活用方法を検討できる。 

授業計画・内容 

回 内容 授業方法 担当 

1-2 成人看護学の位置づけ 講義 紺家 

3-4 ストレス－コーピング理論の理解と活用 プレゼンテーション
討議 

紺家 

5-6 危機理論の理解と活用 

 
フィンクの危機理論、Donna C.AguileraとJanice M.Messickの問題解決法理論 

プレゼンテーション
討議 

紺家 

7-8 セルフケア理論の理解と活用 プレゼンテーション
討議 

臺 

9-10 ボディ・イメージ プレゼンテーション
討議 

臺 

11-12 先端医療 プレゼンテーション
討議 

峰松 

13-15 アクションリサーチ プレゼンテーション
討議 

臺 

教科書 なし 

参考図書等 随時紹介する 

評価方法・基準 各セッションの準備状況と学習への取り組み（40％）、発表・質疑応答内容（30％）、レポート（30％） 

関連科目 看護研究、特別研究、看護科学論 

教員から学生へのメ
ッセージ 

ゼミの進め方について 

①学生は授業計画に示した理論について、参考書や理論家の著書をもとにレジュメを作成する。 

②その理論に関する研究論文（できるだけ海外の学会誌で発表された原著論文）について、研究目的、方法、結果、
考察について資料を作成し、発表する。文献は３日前までに、関係学生・教員に配布しておくこと。 

③学生の発表内容について、教員とともに討議を行い、理論の内容について理解を深める。 

 
実践・研究を行う上で理論や概念の理解は重要です。特に英語の文献はできるだけ多く読み、修士論文に大いに役立
ててください。主体的な取り組みを行って活発なディスカッションの中で理解を深めていってください。 

 


